
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 

 
●点鐘 
 

●合唱  君が代 奉仕の理想  
 

●ゲスト 及び ビジター なし 
 

□会長の時間（代理）  平川靖三    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２２５５回 令和７年 2月 5日 

 

盛田会長からたまには話をしてくれということ

で、「はい、よろこんで」と引き受けた次第で

す。 

さて、最近はここ中山荘でまた例会を行うように

なり、なつかしさもありますし、使い勝手の良さ

も感じたりするわけですが、プロ野球のキャンプ

が終われば、またテラスタに復帰するのだろうと

聞いています。駐車場が遠い点や料理の点などで

テラスタより中山荘の方がいいと感じている方も

多いかもしれませんが、私自身はどちらでもかま

いません。今後の役員会というか執行部の判断に

委ねます。 

 ただ、例会場がテラスタに変更になってから、

私の生活にちょっと変化がありまして、何かとい

いますと、図書館に行くようになりました。 

 もともと、わたしは図書館にはよく通っていた

のですが、ここ１０年か１５年くらいは足が遠の

いていました。いつの間にか、本を読むよりお酒

を飲みながらテレビを見てという楽をする傾向に

なっていたのだと思います。 

  

 

 

それが、一昨年の１０月から例会場がテラスタにな

ったので、いやでも図書館を通ってくることにな

り、また復活したということです。 

 都城の図書館は１回に８冊の本を借りることが

できます。返却期限は２週間です。そこで、例会の

終了後は、２週間に一回、図書館に立ち寄り 7～8冊

の本を借りるようにしています。でも、ちゃんと読

んでいるわけではありませんで、１冊か２冊読めば

いい方で、時には全然読まずにそのまま返すことも

ありますが、たまに本を手に取ってぱらぱらとんめ

くるだけでもいいと思っています。 

 せっかくですので、こんな図書館通いのなかで昨

年読んで印象に残った本がありましたので、紹介し

ておきたいと思います。それは『戦地の図書館』－

海を越えた１億４千万冊－というサブタイトルの

ついた本です。 

 第二次世界大戦中のアメリカでの話です。アメリ

カは太平洋方面で日本と、ヨーロッパではドイツ・

イタリアと戦いました。戦地に送った兵士は 1000万 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
□幹事報告      山下 直哉  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
□出席報告                  

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
  

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 
 
         
 
 

 

  
 

 2/5 累 計 
ニコニコ BOX 4,000 74,000 
ゴールド BOX 0 37,796 
ロータリー財団 0       ＄2100 
米山奨学会 0 122,000 
教育振興基金 0 158,000 
周年準備資金 0 20,000 
青少年育成資金 0 31,000 
ポリオ 0 2,000 

 
人以上です。その膨大な兵士のために、過酷な

戦場の各地にアメリカは図書館をつくっていた

そうです。もちろん、テントなどの簡易的な建

物かもしれませんが、兵士が好きな本を借りて

読むことができるシステムを用意したわけで

す。 

 最初は市民から募った本を送っていたそうで

すが、それだと固いしかさばるし、持ち運びに

不便というわけで、薄いやわらかい雑誌のよう

な本を「ペーパーバッグ」といいますが、これで

すとお尻のポケットに入れて持ち運べるわけ

で、大量の本をこの体裁に製本しなおし戦地に

送りました。その数が１億４千万冊だそうです。

すごいですね。 

 戦争は人間をおかしくします、殺し合いをす

るですから当然だとおもいます。狂った人間性

を取り戻す、精神を安定させる、そういう効果

が読書にあるということをアメリカは知ってい

たわけです。極限状態にあるからこそ、本が必

要だということです。かたや、敗戦国となった

ドイツは何をしたかというと、有名な「焚書」で

す。ドイツ国内の図書館はもちろん、最初のこ

ろはイギリスを除くヨーロッパをほぼドイツは

制圧しましたので、ヨーロッパ中の図書館の本

を焼きまくったわけです。ナチスの思想にそぐ

わないものは片っ端から燃やしていきました。

その数１億冊以上といわれています。 

1 億冊の本を焼いたナチスドイツと、それ以上

の本を戦地に送ったアメリカ、この対比がこの

本の主題ですが、考えさせられた本でした。２

月はロータリーの「平和構築と紛争予防月間」

です。今でもウクライナやパレスチナなど紛争

が起こっていて、その悲劇・惨劇は目を覆いた

くなるばかりです。 

 あまり直接的には関係ない内容ですが、戦争

について考えさせられる本を紹介させていただ

きました。会長の代理の時間でした。 

 

□地区 他クラブ 他団体 報告        

●笹山ガバナー事務所 

①ロータリーレート 2月 154円 

②前期の地区賦課金納入のお願い 

③カルガリー国際大会 RI 理事主催親善朝食会のご

案内 国際大会は各自お申込ください。 

●ロータリーの友 2月号配布 

 

 

 

 

 

◎今後のプログラム予定  
2/26 （水）   祝日週休会         

 

会員数 35名 

出席免除者数 0名 

出席数 19名 

出席率 54.29% 

前々回修正出席率 1/22 60％ 

前回修正出席率 1/29 57.14％ 

届出有 小田  藤岡 別府 森山 東口 川
畑 福永 前田 三坂 新内  

届出無 惠島 小坂 大西 木下 里  柳  

MU会員  
 

MU要会員(1/29) 大西 中原  藤岡 前田 別府 惠島 
小坂 小田  里   福永 船木 森山 
新内 柳 東口  

MU無会員(1/15)  石井  惠島 内田  小田  大西 里  
福永  藤岡 森山  新内  東口 柳 
小坂 三坂 

 

雑誌会報・インターネット・広報委員会 

委 員 長：石井 亮作 

担   当：木下マリセル 平川 靖三 𠮷𠮷原 信幸 

 



 
  
□本日のプログラム 
 
各委員会フォーラム 
 
今後の活動について、各委員会で話し合いを行いました。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奉仕プロジェクト 

クラブ管理運営 支援プログラム 

広報公共イメージ 奉仕プロジェクト 

会員増強 

□SAA報告  ●ニコニコ BOX 
 

吉田 努…みやだいずも取り組みを始めて 10 年になります。2 月 22～23 日に道の駅にて「みや

だいずフェスティバル」を開催します！ 

 

盛田祐一…平川さん、本日は会長の時間をありがとうございました。 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




